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職場における自閉症スペクトラム者の困難とその解決方法に関する研究
一特例子会社における当事者及び支援者へのインタビュー調査一

井津信三 池田浩之 山本真也
(兵庫教育大学大学院学校教育研究科)

く要旨>

本研究では、 ASD (自閉症スペクトラム)のある当事者及び就労移行支援事業所における訪問型
JC (ジョブコーチ)に対するインタビュー調査(構造化面接)により、 ASD者が職場(特例子会社)
にて抱える困難の具体例及びそれに対する解決方法の具体例について明らかにすることを目的とし
た。インタビ、ュー調査では、 ASD当事者8名と JC4名を対象に「職場における困難、 及びその困

難に対する解決方法」を聞き取った。 ASD当事者におけるインタビューにおける主な質問項目は、
職業生活 ・職務遂行の状況、職務上の困難の内容、及びその困難に対する解決するための対応策 ・

支援内容とした。調査の結果、 ASD者が抱える職場の困難として、 3つのカテゴリー「①'ASD者
の特性に関連する事柄:指示の不明瞭、質問のタイミング、新しい環境への抵抗などJr②'ASD者
の認知(物事の捉え方)に関連する事柄:ネガティブな捉え方仕事への負担感 ・責任感などJr③ 
ASD者の環境に関連する事柄:給料の低さ、他の部署からの理解などJの3つにわけられた。また、
解決方法について、「相談Jr本人のスキル(努力)J r考え方・捉え方(認知)J r配慮、Jrジョブコー

チによる調整Jといった 4つのカテゴリーにまとめられた。考察として、「相談及び調整」と「本人
のスキルアップj が必要であり、そのプロセス(合意形成)が生じる機会の確保、及びそのプロセ

スへの支援こそが重要な鍵になってくると考えられた。

くキーワード> 自閉症スペクトラム職場適応 当事者 ジョブ、コーチ インタビュー調査

【はじめに】

自閉症スペクトラム (ASD: Autism Spectrum 

Disorder)は、社会性の障害、コミ ュニケーショ

ンの障害、想像力の障害といった 3つの主症状に

特徴づけられ、発達障害のーっとして位置づけら

れている。近年、知的障害を伴わない ASDのあ

る成人の社会適応が注目されており、 その成人期

の大きな課題に就労がある。

独立行政法人高齢・障害・求職者支援機構

(2009)による精神障害のある者の就労継続に関

する実態調査では、ASD成人を含む精神障害のあ

る者が、就職後支援がなければ半年以内に半数近

くが離職するといった結果を示している。また、

発達障害のある者で、 学校教育課程修了後、非常

勤職についた者のう ち、半数以上が転職を余儀な

くされているという 実態報告もある(全国 LD親

の会， 2011)。

これらの実態調査では、ASD者を含む発達障害

成人は就労も難しいが、就労できたとしても就労

定着 ・継続に困難があることを数値的なデータで

示している。 一方、就労定着 ・継続を妨げる障壁

の具体的内容と、どのような解決案があるか、 そ

れらを明らかにすることは就労促進に大き く貢

献できると考えられる。

ただ、これまでは、制度上、 LD、ADHD、ASD

等が発達障害として括られてしまうこと、同様に

精神障害の範嬬に括られてしまうことから、 ASD

のある成人に特化したデータ抽出の必要性を指

摘することができる。さらに、就労定着・継続の



−9−

障壁となる具体的な職場での困難、及びそれを乗

り越えるための具体的な解決方法について、 ASD

当事者の「思い(その困難の捉え方と抱く感情)J 

を含めた検討が必要であると考える。

また、平成 28年 4月より施行された障害者差

別解消法では、合理的配慮の不提供は差別である

とされており、それは、雇用現場においても然り

である。厚生労働省による「合理的配慮指針事例

集」が示されているが、実際にどのような困難に

対して、どのような合理的配慮が非必要かっ有効

であるのか(井津， 2016) に関する基礎的データ

を得ることにより、今後の雇用現場における ASD

のある成人への支援の質が高まることが期待で

きる。

以上のことを踏まえ、本研究では、以下の 3点

を独自性として提起したい。

(l)ASDに特化している点:福祉サービス制度上、

発達障害は精神保健福祉手帳の取得となってい

るため精神障害に含まれた調査、または発達障害

全般としての調査が多く、ASDに限定した検討が

不足している。また、 ASDは主症状として「社会

性、コミュニケーション、こだわり行動や興味の

限定、固執性などjを有すること、さらにASDの

主症状には含まれないが多くの ASD者が共通し

て持ちやすい行動傾向(思考傾向も含む)を明ら

かにし、雇用現場における困難性と解決方法の具

体例を収集できることには価値があると考える。

(2)就労定着事例と特例子会社に焦点化している

点 :ASD者の就職率の低さに加えて、離職率の高

さも指摘されている。就労を継続するための本人

のスキル面と雇用側の環境面を詳細に、かつより

具体的に調査することにより、遭遇する困難とそ

れに対する解決方法のレパートリーに関して、就

労準備前支援、就労支援に反映できることは、意

義があると考える。また、特例子会社という比較

的、先進的に障害に対する理解のある職場での

good practiceを収集することは、今後の職場での

工夫や配慮、に直結させていくことができる。

(3)インタビュー調査のメリ ット:ASD当事者に

対する質問紙等による調査ではなく、インタビ、ユ

ー調査(構造化面接)により、より具体的かつ詳

細な情報(エピソード)を得られることが期待さ

れる。一方、 ASD当事者だけではなく、職場適応

援助者(ジョブコーチ:以下、 JC)にもインタビ

ュー調査を実施することにより、支援者側から見

た具体的支援の内容も捉えることができる。なお、

JCには、配置型JC(地域障害者職業センターに

配置されているジョブコーチ)、訪問型JC(障害

者の就労支援を行う事業所に雇用されているジ

ョブコーチ)、企業在籍型JC(障害者を雇用する

企業に雇用されているジョブコーチ)の 3つがあ

るが、本研究では訪問型 JCへのインタビューを

実施した。

以上の(l)~(3)のことを踏まえて、本研究では、

ASDのある当事者(特例子会社に 1年以上就労

を継続している方)、及び就労移行支援事業所に

おける訪問型 JCに対するインタビ、ュー調査(構

造化面接)を行うことにより、 ASD者が職場(特

例子会社)にて抱える困難の具体例及びそれに対

する解決方法の具体例について明らかにするこ

とを目的とする。事例毎のエピソードを抽出し、

事例に共通する困難とその解決方法のカテゴリ

ー化し、その具体的内容について検討する。併せ

て、今後の就労準備支援及び就労支援におけるプ

ログラムに反映できる資料を得ることをねらい

としたい。
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[方法】

1.インタビュー対象者

本研究では、 ASD当事者の 8名、就労移行支援

事業所の訪問型 JCの4名を対象に、「職場におけ

る困難、及びその困難に対する解決方法Jに関す

るインタビュー(構造化面接)を実施した。イン

タビュー対象者となる ASD当事者については、

特例子会社に 1年以上就労継続している方とした。

インタビュー対象者の情報(年齢、性別、就労継

続年数、主な仕事内容、職場構成)については、

表 1にまとめた。

2. インフォームド・コンセント

研究開始前に、調査協力いただく就労移行支援

事業管理者、特例子会社代表取締役等に、研究の

趣旨及び方法・内容に関する説明を文書と口頭に

より行い了解を得た。次に、実際にインタビュー

の対象となる ASD当事者、訪問型 JCへのスタ

ッフに対する研究の趣旨及び方法・内容を口頭お

よび書面により実施し、研究承諾書に本人自著に

よるサインを得た。文書では、研究目的、方法、

結果の処理(個人情報が特定されないこと、研究

終了後速やかに廃棄すること等)、研究への協力

は任意であり、かっ途中で、拒否も認、められ、それ

による不利益はないことを保障した。

3. インタビュー方法

ASD当事者におけるインタピ、ューにおける主

な質問項目は、障害者総合職業センター (2011)

を参考に、①職業生活について(現在の職務内容、

やりがし、を感じる時、仕事で成長できたと思える

こと)、②職務遂行について(現在の仕事で、困って

いること、その困っていることの解決の有無と解

決方法、仕事上の相談相手、仕事上のスキルの習

得、上司や同僚に対する病気や障害の説明の有無

など)、③支援機関について(その利用の有無)、

④将来への展望、とした。訪問型 JCに対する主

な質問項目は、①事例当事者の属性(年齢、性別、

職種、就業形態等)、②困難の内容、③困難に対す

る解決するための対応策・支援内容、④対応後の

経過・結果、とした。

いずれの場合も、インタビ、ューは 60~120 分程

度で、あった。また、 ASD当事者及び訪問型JC等

に、事前に質問項目を提示することと、 ASD当事

者には必要であれば支援者を同席できること等

の配慮を行った。かつ、当人の許可のもとインタ

ビューは ICレコーダーにより録音を行った。

4.分析方法

得られたインタビューについて、逐語的に文字

起こしを行い、事例毎に質問項目に対する回答内

~1 インタピュー対象者と事例となった当事者の情報のまとめ

No. 事例 年齢 t生別 鍵"年数 対象者 仕事内容 験場槍成

l 当事者A 39 男 l年 当事者 A ー般事績〈マッサージ庖舗の遜話、受付業務) 上司 I名、同僚 4名

2 当事者 B 23 男 3年 当事者 B 一般事務(保険関係} 上司 2名、同僚 10名

3 当事者 C 30 男 7年 当事者 C 111轟事務及び物品管理、ピヲキング 上司、同僚多数

4 当事者 D 29 男 3年 当事者 D ー般事積(データ入力、データ解析} 上司、同僚多数

5 当事者 E 28 女 5年 当事者 E 一般事窃〈刷用管理、ヂー声入力) 上司、同僚多数

6 当事者 F 32 女 6年 当事者 F ー般事務{嵐用管理、データ入力) 上司、同様多数

7 当事者 G 27 女 3年 当事者 G，JC① 一般事穆 上司、同僚多数

E 当事者 H 31 男 l年 当事者 H，JC② 一級事窃 上司、周概 2名

9 当事者 I 29 男 2年 JO③ 漕婦、 97オーム・ 9サイク作業務等 上司 l名、同僚 I名、その他

10 当事者1 48 女 l年 JO③ 一般事窃〈データ入力、事務処理)、清婦 上司 1名、同僚 I名、その他
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容を要約整理した。 得られ、総数 31個のエピソードを抽出すること

聞き取ることができた職場における困難につ ができた(事例毎の困難及びその解決方法につい

いては、エピソードにタイトルをつけ、エピソー では、資料として掲載した)。

ド毎に 「困難の具体的内容J["解決方法J["経過、 表 2には、インタビュー調査における ASD者

結果と本人に思いJに整理・分析した。また、訪 が抱える職場の困難のまとめを示した。 3つのカ

問型 JCへのイ ンタビューの場合、それらに加え テゴリー 「①ASD者の特性に関連する事柄J["② 

て「支援者の対応Jを別に設けた。 ASD者の認知(物事の捉え方)に関連する事柄」

当事者毎に抽出されたエピソードにわたり、共 「③ASD者の環境に関連する事柄」の 3つにわ

通するポイントについ統合し、カテゴリー化した。 けることができた。またそれぞれのカテゴリーに

該当する 31個のエピソードの具体的内容に整理

[結果】 した。①については、「指示の不明瞭J["質問のタ

当事者 10事例に関するインタビューデータが イミングJ["新しい環境への抵抗Jなど 9個の具

表2 イ'-'Jtピaー調査におげる ASD者が抱える磁場の図鍵のまとめ

カテゴF 具体的内容〈エピ:l-f番号〉
①ASD者の特性に関連する事柄 。翁不の不明瞭(⑧}

0 質問のタイミング〈⑧)
0 新しい環境への抵抗(①、②、@)
0 突発的な作業への抵抗(⑮ー1)

0 共同作業への抵抗(⑮-2)

0 並行作業への抵抗(③、⑬)
0 決まった宇るべき仕事がない時聞の函灘(⑦、⑧)
0 体強時間の過ごし:方(⑥、@)
0 電話の対応(⑬、⑪)

②ASD者の f認知(物事の捉え 0 ヰガァィプな捉え方(@)
方)Jに関連する事柄 0 仕事への負担I¥li.責任感(④、⑫)

0 同僚のミス(⑤、⑮、②}
0 他の陣容のある同僚への配慮{⑪)

③ASD者の環績に関連する事柄 0 給科の低さ(③)
0 他の部署の人からも理解してほしい{⑮、⑫〉
。仕事へのモチベーションの維持(⑫)
。家庭生活(@、⑫)

体的内容が得られた。②については、「ネ

ガティブな捉え方J["仕事への負担感・

責任感」など 4個の具体的内容が得られ

た。③については、「給料の低さJ["他の

部署の人からも理解してほししリなどの

4個の具体的内容が得られた。

次に、表 3には、職場における困難に

対する解決方法についてまとめた。「相

談J["本人のスキル(努力)J ["考え方・

捉え方(認知)J ["配慮J["ジョブコーチ

表 3 イシタピーー調査におげる ASD者の聡場におげる困.に対する解決方法のまとめ による調整Jといった 4

つのカテゴリーにまと

められた。それぞれのカ

テゴリーには、具体的な

31個のエピソードの具

体的内容を分類した。

解決方法のカテゴ!}-
相談

本人のスキル(努力)

考え方.jjj!_え方(認知)

配慮

ジョプコーチによる調聾

具体的内容〈エピソーF番号〉
0 病院(①-1)

0 ジョプコーチ(①-2.③、@、⑫、 @-3)

0 自立支緩センター(⑥)
0 上司・同僚(② 1、⑤ 1、⑤-3、⑦ーし⑦-2、⑤、

⑬一1、⑩ー2、⑪ 1、③、⑤、⑮、⑫ー1)

。並行作業を何とかこなす(② 2)

。休懇時間の雑談→聞くようにしている〈③)
。視覚障害者の作業への7オロ {⑪-2) 

。電話対応、メモをとり、引き継ぐ(@)
。問い合わせは全て上司にまわす(⑮〉
。うるさいと感じたら、休憩を自分からとる(⑫・2)
0 耳栓をする (@-2)

0 気分転換(②)
0 食ベるととでストレス解消 (@-2)

o rミスをしないJ(⑤ 2) 

o r後雌の居眠り、気にしないようにしているJ(⑧) 
o r正社員へのすすめを受けないJ(⑫) 
o r人の動きを気にしない、見ないJ(②ー1)

o rあたらしい環績にとにかくがんばり続けるJ(@) 

0 香水のきつい女性、お互いの位置(席)を離す(⑮)
0 自分の席を端にする e 談話スペースが縫れた溺所に設

ける(⑫ 3)

〈⑧、③、⑧、@、⑧、@、@、③1)

備考
→かかりつけ医

→家庭生活

※定期的または随時

→詳細は資料参照

「相談jでは、その相談

先として、病院、 ジョブ

コーチ、自立支援センタ

一、上司・同僚に整理で

きた。特に、上司・同僚

が多く、次に、ジョブコ
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ーチであった。「本人のスキル」では、並行作業を

こなすJI休憩時間の雑談への対応など 9個に整

理できた。「考え方・捉え方(認知)Jでは、「ミス

をしなし、JI後輩の居眠り、ミスを気にしないよう

にしている」など 5個に整理できた。「配慮、」で

は、 2個の会社側での配慮、が得られた。最後の「ジ

ョブコーチによる調整」は、当事者及び会社の聞

にジョブコーチが入札双方の意見をくみ取りな

がら、本人の努力と会社側の配慮といった調整が

なされた具体例が得られた。それらは、ジョブコ

ーチへのインタビューにより明らかにされたも

ので、あった。

【考察]

本研究では、特例子会社に勤務する ASD者に

おける職場での困難とその解決方法について、明

らかにすることを目的としていた。困難について

は、 IASDの特性JIASDの認知(物事の捉え方)J

「環境」とし、った 3つが抽出された。

一つ自の ASDの特性とは、社会性の障害、コ

ミュニケーションの障害、想像力の障害という、

いわゆる三つ組といわれる中核的障害と、診断基

準外となるが、行動の背景となる認知特性に関連

している困難と捉えることができる。

二つ目の ASDの認知(物事の捉え方)につい

ては、人聞を理解する上で、行動と認知の 2つに

わけた、あるいはそれを統合したアプローチがベ

ースの考え方となる。行動とは、応用行動分析学

または行動療法といったアフ。ローチとなる。認知

とは、認知療法といったアプローチとなり、統合

された形としては、認知行動療法が挙げられる。

この ASD者の認知の特性に関する研究も盛ん

に行われるようになってきている。たとえば、市

川・井津・岡村 (2016)では、大学生 387名に AQ-

J (Autism-spectrum Quotient-Japanese 

version)、PCI-J(Proactive Coping Inventory 

Japanese version) 、 ATQ-R (Automatic 

Thoughts Questionnaire-Revised)、SESS(The 

Scale of Expectancy for Social Support) を自己

記入させた結果、自閉症スペクトラム傾向高群の

将来志向コーピング促進には肯定的自動思考と

家族からならびに友人・知人からの知覚ソーシ

ャルサポートに着目する必要があることを指摘

している。

また、渡漫・東保 (2016)の研究では、以下の

ように指摘している。 ASD傾向の「対人関係やコ

ミュニケーション」の問題は「ポジティブ的感情

の欠如」や「認知的要素」との聞に因果関係がみ

られた。また、 「行動・興味・活動の限局」の問

題は、「ネガティブ感情の存在」や「感情的要素・

身体症状」との聞に因果関係がみられた。対人的

な場面で他者とのコミュニケーションが苦手で

ある ASD傾向の人は、ポジティブな感情が欠如

し「不満足や不安定」などの不安感が高まり、抑

うつ傾向の認知面や身体面への影響が懸念され

る。また、習慣への頑ななこだわりや限定的な興

味などへの執着がみられる ASD傾向の人は，ネ

ガティブな感情にとらわれ「失望やストレス」な

どの不安感を抱え、抑うつ傾向の感情面への影響

が懸念されると指摘している。

このような、ASD者にみられるある出来事に対

する認知の偏り、ネガティブな傾向、堅い思考、

不安傾向の高さ等が今回も抽出されていると言

える。そのような課題に対する認知療法・認知行

動療法の ASD者へのアフ。ローチ研究も見られる

ようになってきており、一定の効果を示している

ことからも、今後の研究の必要性が示唆される

(石川|・下津・下津・佐藤・井上， 2012)。
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また、 3つめの 「環境Jに含まれる困難は、家

庭生活などの職場以外での悩み事も影響してい

ることが指摘できる。梅永 (2017)は、ライフス

キル(日常生活の遂行)を土台として、ソフトス

キル(職業生活遂行)、ハードスキル(職務の遂行)

に分けて支援の必要性を指摘しており、それを支

持できる結果であると考えられる。

ところで、一般の人における仕事や職場におけ

るストレス調査では、どうであろうか。厚生労働

省による平成 28年 (2016) における 「労働者健

康状況調査jでは、 「仕事や職業生活に関する強い

不安、悩み、ストレス」に関して、強い不安、悩

み、ストレスがあると回答している割合は、

60.9%、その内容として「仕事の質・量 (53.8%)J 

「仕事の失敗、責任の発生等 (38.5%)J i対人関

係 (30.5%)Jが上位 3つを占めている。

また、株式会社マクロミルによる調査 (2015)

では、ストレスについて、「強く感じる (29.5%)J 

「やや感じる (56.4%)Jとほとんどの人は仕事上

のストレスを感じており、その内容として「仕事

内容 (61.7%)Jと「職場の人間関係 (57.7%)J 

が上位2つであった。

このように一般の職場におけるストレスとし

ても「仕事の内容(質・量)J i仕事の失敗、責任」

「人間関係」は上位に挙げられており、 ASD者に

おける困難とも一致する内容と考えられる。ただ

し、職場の環境(理解などを含む)と本人の特性

から生じるスキルと、さらにその出来事の捉え方

(認知)との関係が入り組んでいると考えること

が必要であると考える。

一方、困難に対する ASD者の解決方法につい

て、「相談Ji本人のスキル(努力)J i考え方・捉

え方(認知)Ji配慮Jiジョブコーチによる調整」

となった。まず、 「相談」と 「ジョブコーチによる

調整」といったコンサルテーション型による解決

が必要かっ重要で、あることが指摘できる。

また、「本人のスキノレ」と「配慮」とは、本人の

行動改善と環境的配慮の双方が解決には必要で

あることを示唆している。行動または障害とは、

個人と環境の相互作用から捉える必要があり、さ

らに個人は行動と認知にわけることができるで

あろう(ただし、筆者が専門とする応用行動分析

学では、「認知」は「言語行動」として分析可能で

あるという立場をとっている)。

この配慮は、物理的・人的な環境の変更・修正

はであり、合理的配慮(松井， 2013)に該当する。

この合理的配慮、には、先に挙げた「相談及び調整J

と 「本人のスキルアップ」の結果と考えることも

でき、そのプロセス(合意形成)が生じる機会の

確保、及びそのプロセスへの支援こそが重要な鍵

になってくると考えられる。

平成 30年度より、障害者総合支援法における

福祉サービスのーっとして、 「就労定着支援Jが実

施されている。就労定着支援では、障害者が新た

に雇用された事業所での就労の継続を図るた

め、①事業所の事業主、障害福祉サービス事業

を行う者、医療機関その他の者との連絡調整

(法定事項)、②雇用に伴い生じる日常生活文

は社会生活を営む上での各般の問題に関する

相談、指導及び助言その他の必要な支援、がそ

の内容として含まれる。

このような就労継続・定着を促進するための支

援の充実が実際的に機能していくことが求めら

れる。
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〈資料〉褒 1 当事者Aにおける臓墳での図書l.!:解決方法のまとめ(面接対象者:当事者A)

エピY-r 困鰻@具体的内容 解決方緯 経過、結果~l巨人白星い

① 部署異動と異動後 園以前の部署でトフプルにな割、契約が終 . .置場内 JC及び病院由先生に相談 園前の部署よ静は何とかなっている主感じ

申仕事へ白遮応 わると主となったとと. しながら、次第に慣れていった. ている.

E 今の上司が現在申都署ι変更してくれ、 園 自分はこの部署にいてよいのかとも患う.

それに対して業務や環境に慣れるとと.

② 新しい業慈の導入 • l'由。同僚から Eわれる作業的中で、新L E わかちないと書は、同僚や上司に -今やらなげればならないこと〈データを整

いことを言われ"ke_ ~. 翻言、で書るようにしている. 現すること)をや b遂げるように頑張号た

• rなぜとれがとうなのかJ1:聞〈 い主患うようになって書士.

ようにしている.

③ 業務の並行作業 置受付業務をやりながら、顧客ヂータ管理 . .草場内 JCに相談するも「できる - 何とかこなしているが、嫌な気持ちになっ

をする等、何かを並行して行うと嫌にな はず」と言われ、そのまま 1:1.1:つ てしまうことが多い。

ってしまうと章治まあると主. ている e

〈資料〉表 2 当事者 Bにおける職場での困難と解決方法のまと珍〈面接対象者:当事者 B)

エピY-r 園短串具体的内容 解決方法 量E遇、結果と本人の思い

③ 残業の負担感 -仕事に責任を感じること. • JCと面談 (2週間に 1回〉を行う. E 今年由40)残業は、一週間、

-保険会社である士晶、災害があると忙しくなる 忙しかったが、自分自努力

が、その際に残業になり、疲労するとと〈例:今 で何I:tJ.乗り切った.

年の4由大雪で残業が一週間くらい続いた入 - 上司や JCに話を聞いても

⑤ 同僚のミスに 圃他由人自仕事上位ミスで周りが混乱したこと. 圃上司等へ椙談している. らうことでスツキ目 してい

巻君込まれる 圃そ由ため、違う部署からタレ←ムがあったと 園 自分は「ミスはなるべくしないようにJ1:しか る.

とと 1:. 恩わない.

- 困つ史こ kがあれば、会社に相談する.話しゃ

すい雰囲気がある.特に時聞が設げられていな

いが、話を翻いてもらうと主ができる.

⑤ 自身の家庭生 -一人暮ら しをしているが賃貸物件を借争る際、 園生活に関することは、 NPO法人由自立支鍵セ - 現在、賃貸物件は、会社名を

活 会社名を記入したと ζ る、特例子会社だと不動 ンターに相談している〈月 1回入 記入して借りると止がで曹

産会社が知争、賃貸物件が借りられなくなった ている.

」と.

{資料)表3 当穆者 Cに怠げる職場での困震と解決方法のまとめ(面接対象者:当事者 c)

エピY-r 図鑑の具体的内容 解決方渥 経過、信.1:本人の思い

⑦ 作業のない時 -作業のない空白の時間穫に、 園上司-t先盛岡僚に尋ねて、何か仕 • r労働者ほ自分の好きなように動動いてはいけないJ1:い|

間帯への対応 何をすると主もな〈、もてあ 事を見つけるようにしている. う考え方を持っていたが、上司+先輩同僚に相談するとと

ましてしまうこと. 圃上司-t先筆同僚が何かの仕事を縫 で、やるべき仕事ができ、楽になっ"k.

示して〈れる.

③ 休慾時間の錐 E 休憩時間等に、同僚の女性か 圃他の人に相談する ζ 主はなく、聞 園入の話を聞いている ζ 主がしんど〈、特に女性に話しかげ

談 ら維談的に話しかげられる 〈ようにしていた. られるのはこわかったが、今li休憩時間に一人になった

ζ 主{例:昨日のテレピのと 争、覚えた手品をIUlしたーしている(手品1;1職場で評判

主、行った場所のことなど). がよい).

(資料)表4 当事者Dにおける職場での困援と解決方法のまとめ(面接対象者:当事者 D)

エピY-r 菌震の具体的内容 解決方法 経過、結果1:*人の思い

⑨ 給料が少ない -給料が少ないこ主。 圃上司に訴え士と Eがあるが、開いてもらえ -以前、時給が数十円アップL."kζ とがあるが、そ

とと ていt.tい. れ以降は変化がない。

⑮ 突発的・共同 置突発的な仕事に対応できな 園突発的な仕事に対応できずにいる主、何も -突発的な仕事li免除されるようになってき士.こ

作業への抵抗 いと t(それを理解してほし していないように見られる. の点については、理解されたと受げ止めている.

い). E 上司に栢談L士. 圃共同作業についても、突発的な仕事に含めてもら

-共間作業を求められると主. 園会議室の準備や資料の作成の際、「みんな
っている.

でやろう H いう仕事はつらいと上司に訴

え士。

@ 他の障害のあ E 特例子会社なので、他の障害 -視覚障害者の方へ袋詰めさせようとする -袋詰めについては、視覚障害者の方への配慮はさ l

る同僚への配 のある同僚への配慮が求め ζEへの不満を上司に伝えた。 れた.しかし、そのようなととが多々ある.

E置が求められ られること. E その方の 7ォローをしようとした。

るとと

⑫ 一人暮ら しと 園一人暮ら しと仕事の両立が - 貌から離れて一人暮らしになったが、両立 園何とかやっているが、食事、洗濯が士いへんであ

仕事の両立が 難しいこと。 が雛しいこ Eを、統労移行支援事業所等に るa

難しいこと 相談している.
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〈資料}表5 当癖者Eにおげる職場での困鍵と解決方法のまとめ〈面接対象者:当事者 E)

エピ:1-" 図患の具体的内容 解決方法 経過、結集主本人の思い

⑮ 同時進行の作 -事務作業が並行して鍛続するとと 圃上司や同僚に相談し、作業スケジュ 園同時進行の作業はしんどいが、なんとかこなし

業を続続する 〈例 :A氏の件は 10日が締切、 B氏 -1レ〈見通L表)を作成するようにし ている。

こk の件は、 20日が締切といったと主). 士。

⑮ 電誌の対応 -電話の相手は、自分が障害者である ーできなければ電話対応が免除されて -職場内ジョプヨーチ1<:、実際にほメモをとるこ

ことはわからないので、いろんな ζ いる人もいるが、少しできる主任き とができなかったので「どうした bメそがとれ

と(自分の知らないこ色}を勢いよ〈 れてしまう. ますか 7Jと聞いたら、メモに蔀署一覧の測を

開いてくる ζ 主・ - まずはメモをとり、その後、他の人に 作成 L、Oをつげる方式にした.

間〈ようにし士. -結栗、なんとかこなす ζ とができているが、電

話にはあまり出た〈ない.

⑮ 他の部署から • I1自の都署の人から突然質問を受ける -上司に相談し、上司(部門長)が、外 -その対応策で対処で書るようになった.しか

障害者として と対応ができないこt.. 向げの窓口を他の人に決めたこと、 L、一度、その上司が異動した際には、そのシ

配慮されまい ま士聞かれ1とときには全て上司にま ステムが崩れたが、また移動で戻ってきて〈れ

乙主 わすこと Eした. て助かった.

⑮ 同僚{後竃)を - 同僚〈後竃〉がデータ入力などめ作業 E 気にしないようにしているが、お金 . 時々、気就労移行支援事業所に相談してお世、

気にしてしま をしているときに、居眠りしていた を扱う大事な仕事なのに、もっと貨 聞いてもらうとすっきーする.

うこと ーするとと〈興味のある仕事はやる 任を持って仕事してほしい主思う E 最近、後輩の面倒を見るようにも詣示され、さ

貯れども). が、ど自主う 10対応もしていない. らに継になってきた.

⑫ 正社員へのす -現在、ギ Pギリでしご主をしている -仕事の量キ重さなど、正社員ほ自分 - しん~(なる主頭痛がする.仕事を変わりた
すめへの対応 自に、できると患われる申か、正社員 には無理だ主患っている申で、断つ い.正社員にはな世た〈ない.

へ勧められていること。 ている畠

〈資料}表6 当事者Fにおける喰指での図録k解決方法のまとめ〈面鋒対象者 z当事者 F)

エピ:1-" 関.の具体的内容 解決方語 量造、結果と本人の患い

⑮ 感覚過敏性へ -同じ殿場の女性職員の化粧 E 上司に相談1-11:.お互いの位置を撮す対応をした. - だいぶ楽になっ11:.

の配慮 品・香水のにおいに耐えちれ

ないこと.

⑮ 仕事中の同僚 -自分のデスクの周囲で話を - 上司に相談した. 圃だいぶ楽になっ元.

白話が聞こえ している会話がうるさいと - うるさいと感じ始時左島、自分で休憩するようにした.

るとと t.. - 自分の席を績にしてもらったと主、談話スベ-;<が聾

値かつ、周りが何を言っている れ士場所に設けられた.

か、聞とえてしまう.自分自

仕事に集中できないこt..

@ 他の部署由人 圃他の都署から配慮なく、対応 E 上電に相談する.会社内で独自の fぉ助げマークJのよ -現状維持のままになっている.

にも配慮Lて を求められること. うなものを作ってほしい主お願いした{知らない入が

ほしい 見てわかるように入

- 同じ叡署の聴覚障害白方は閉じように扱ってほしいと

求めているので、統 で苦ない.

〈資料〉表7 当事者Gに会げる臓場での困難と解決方法のまとめ(面接対象者 z当事者 G及びJC①〉
エピ:1-~. 図鍵の具体的内容 解決方法 超過、結果主本人の思い

@ 他 者 へ の 強 い .仕事に慣れて雪て、余裕が出てきたことから、他 E 人自動章が気になる ζ 主について、見な • JCに栢談するこ止で、;<ツキ P

意識 の人(同僚}の動きが気10なり、イライラするこ いようにしている. できている.それによって、仕事

と. -耳鐙をしているe を続げることができている.

• 2週間に 1回の JCとの面識を継続する.

③ 仕 事 へ 由 そ チ -一年半、閉じ仕事に飽雪て書ており、モチベーシ - 仕事由切れ目毎に気分転換をする(例:

ベーショ ;'0)低下 ヨンが下がってきているこt.. お手話tいに行〈、給茶機のスベ F スで休

-仕事の集中力が切れてしまうこと e 惣に行く等).

③新しい磁場へ - オ 7イスピルの験場で緊張したこ主. - とにかくがんばり続けた.

の抵抗 -仕事に慣れるのに士いへんだったこと.
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〈資料)表S 当事者 Hにおける職場での困難と解決方法のまとめ〈面接対象者:当事者 H及ぴJC②〉

エピ:，1-1" 閤鍵の具体的内容 解決方法 支援者@対応 畳遇、結果k本人の思い

⑧同僚と由コミ 冨某同僚と白コミューケーシ - いつ也由業務と今日 11違っ -本入、同僚、上司等にそれぞれ -退.には葉らず継続で害

ュニケーショ Y 由 ョン不足で業務上申ミスが ているととに気がついた 別々に思いを聞き取った. たe

困難 起き、お互いにストレスがた が、他白人に確認をとらな -本人と関係する同僚、上司主由 . ;l:i互い申ヨミュニケーショ

まっ士とと. かった. 話し合いを行った. ンの不足を確認し合えた.

園直接的な物由言い方が莱同 -本人には「直接的な物申言い

僚とのトラブルが生じたと 圃退職したいと JCに相談す 方」について、 fよくない言い

と. る. 方であること Jを伝主、今後白

言い方について考え士.

⑧昼食時聞の過 圃昼食時聞に一人で過ごす ζ -昼食時間を 人で過ごすこ 圃昼時間由過ごし方は個々の自 圃 当事者自身由行動・考え方・

ごし方 とに対する不満. とで、仕事がもらえな〈な 由であると主を説明 L、不満に 感情について、厳曽返るき

圃そ自後、一緒IC昼食をとって るのではないか、自分はダ 思うことは適切でない ζ とを っかけとなっ~.

くれた某同僚が、食べ終わっ メな人間ではないか、 E思 指摘した.

士後 ICjJlJ行動することに対 うようになってしまった・ • r出来事Jrそ由時由考え+感

する不満. 情Jを毎日シートに書き出 L、

上司と同僚が共有した。

@決まっ走仕事 園業務内容白不明瞭な点〈例: • JCに相談するe 圃銀自由マエュアルに「今日の作 -経過は良好であり、スムー

がないとと 決まった仕事がない時に、自 業内容j を番書込むようにし ズに作業している.

ら仕事を克つげる ζ とがで 士。

書ない). 園業務一覧表を会社側が作成L、

提示した.

- 日報を導入した.

〈資料〉表 9 当事者Iにおげる職場での図鍵k解決方法のまとめ〈面接対象者 !JC③〉

エピ:，1-1" 間.唖具体的内容 解決方法 支11者申対応 量遇、結果k本人の患い

@特定白仕事を逮 圃聴務遂行上での本人のこだわり{土 • JCに相談する〈本人だげ 圃 JCと当事者との面談を実施 • JC白は士らきか貯によ

けたい{→上司との ...水を触る作業を遂げるようにな では解決できずにいて、 L士. 君、以下白ととが解決さ

関係自悪化} ったと主)が生じ、厳務遂行に支障 精神的に不安定になっ • JCが一週間、駿場へ出向昔、 れ士.

をきたすようになっ~ 1: t. た士め). 観察を行う. ①橿聡せずに縦続すると

- その在時、上司に嘘の報告をするよ -業務上の不具合を JCが整理 主主なっ~.

うになり、信頼関係が崩れたと t. L、本人自報告ー連絡・相談 ②周囲からの指示や、業務

@t旨不の不明瞭さ -周囲からの指不が暖味で疲れて L • JC IC相談する. の目標を設定した.かつ、業 日報の表記内容〈何をど

まうとと. 務終了後のチ z ツクシート こまで書〈か)を明確に

@周囲から由評価 園周囲由同僚かb注意を受げ、「自分 を新たに作成L走. な塾、迷うと主がなくな

に対するキガティ はよ〈思われていないのではない 園業惹日報の項目の細分化 L つ士.

プな捉え 1)'Jと思うように立ってきたとと. 先. ③上司が本人を理解し、対

固いつも誰かに見られているといっ 圃上司への本人由特性を改め 応的仕方を変更し元.

たネガティプな思考になっtζ と. て説明した.

{資料〉表 10 当事者1におげる職場での困難と解決方法のまと珍〈面援対象者 !JC④〉

カテゴ9 困彊の具体的内容 解決方法 支援者の対応 包遇、結果k本人の思い

@質問申タイ -質問申仕方やタイミ y グがわからない • JCに穏議する. 圃質問がある場合にはメモに奮い E ストレスで胃が荒れ

ミング とと. 圃食べることでストレス て渡す. ~り、過食気味にな

-周争の同僚が忙しい司で、声をかげるこ を解消する(しかし、そ つ士ーするこ主はお

主が業しく、ストレスがたまると t. のため過食気礁になっ さまった.

てしまっ先とと入

@電 話 対 応 圃電話を受けながb、メモをとること. • JCに栢談する. -社員全員に電話対応が若手であ 圃電話に出るかどうか

-電話でのクレーム対応や厳しい口調申 るととを再確認してもらった. の悩みは r(出ない時

人に対応するとと(ーヶ月ほど、電話が E 調子が恵い時には、電話対応む ICは}出ないJt害jり

なるたびに、出るべきかどうか悩んでい 回数を減bしてもらっ走。 切れるととがで き

た〉。 薗相手由電話番号と名前を周章、 士.

-会社以外の取引先白人とのや瞥とりは 同僚等に電話を代わってもらう

配慮してもらえないとと. ようにした.




